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評価結果の総合所見 

本課題は、末梢交感神経を血管のかたさで評価することで感覚の定量評価が行えることを利用し、

複雑で分かりにくい摂食・嚥下障害を簡便に評価できるシステムを目指すものである。 

目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られた。今後の取り組み次第では企

業との共同研究に繋がる可能性がある。 

嚥下機能の計測・定量化を、比較的簡便な方法で実現している。また、認知機能や運動機能、自律

神経機能を評価できることに加えて、データ収集も進んでおり、特許出願など、着実に実用化への歩

みを進めている。今後は収集したデータをどのように利活用するかも含め、企業との連携のあり方を検

討してほしい。 

 

以上 


